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腰背部から両下肢の疼痛・痺れの減弱
あるいは消失、食欲増進

身体機能向上のための施術開始。
施術開始時は、左右手足の他動運

動と足のストレッチ及び自動介助運
動を少ない回数からスタートしまし

た。１か月弱で疼痛の減弱が見られ
た為、仰向けで体位変換の自動介

助運動を追加。開始約１か月後に
室内で転倒され、状態が悪化した為

にいったん初期の施術に戻しました
が、７週経過頃には再び体位変換を

追加。その後も状況に合わせて自動
介助運動からご自身に運動しても

らったりし、変更をきめ細かく実施
してきました。歩行ができるように

なるには脚の筋力だけでなく全身の
バランス向上が重要である為、半年

間で９回の施術内容の変更を行い、
現在もご利用者にとって「何が必要

で効果的か」を常に追求しながら、
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今回のケースは、寝たきりで運動がほとんどできない上に食欲もなく、体力や体

重が著しく低下した状態のご利用者が、室内で自立歩行が可能にまで改善した事

例です。初期の状況は、ご本人や介助されるご家族の体力・精神的な負担が大き

くなっていました。日を追うごとに状態は良くなり、現在はデイサービスに通える

まで回復されました。状態に応じた細部への施術内容の変更と設定を通じて「通常

の生活を送る」ことへ一歩一歩確かに進んでいった過程に焦点をあてました。
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寝たきりから室内では自立歩行、室
外でもご家族が付き添いつつの杖歩行

が可能になり、血液内科・整形のドク
ターも仰天の回復となりました。ドク

ターからは「背もたれなしの丸椅子で
も短時間ながら問題なく座位の姿勢

を保持している」とのお話も。
懸念されていた体重も施術開始時の

33キロから最大時には40キロ台まで回
復し、ケアマネジャーの方も「笑顔が増

えた」と喜んでおられます。今後は歩
行の距離・時間の増大をはかり、生活

範囲の拡大を目指していきます。■食欲も回復し、ご飯が美味しく、食事を楽しめています！

ごごごご利用者利用者利用者利用者ＴＴＴＴ様様様様（（（（87878787歳歳歳歳・・・・女性女性女性女性））））
傷病名傷病名傷病名傷病名：：：：脳梗塞脳梗塞脳梗塞脳梗塞、、、、左変形性膝関節症
左変形性膝関節症
左変形性膝関節症
左変形性膝関節症

認知症認知症認知症認知症、、、、腰椎圧迫骨折腰椎圧迫骨折腰椎圧迫骨折腰椎圧迫骨折 痛痛痛痛みをみをみをみを減減減減らしてらしてらしてらして寝寝寝寝たきりたきりたきりたきり脱出脱出脱出脱出。。。。
食欲食欲食欲食欲もももも取取取取りりりり戻戻戻戻したいしたいしたいしたい。。。。

ご利用者は腰や足の疼痛・痺れに悩
まされており、ご本人はまず、その減

弱・消失を望まれ、ご家族からは寝た
きりにならない為の体力・筋力の回復

とのご要望がありました。またケアマ
ネジャーの方は食欲が低下し水分もほ

とんど摂らないことを懸念され、食事
が摂れるようになることも重要な課題

となりました。
ご利用者からのニーズ

以前できなかった座位の保持や手足の自力の運動も取り入れることができるようになりました。 初期は腰から足にかけての疼痛を減らすことが第一。施術も入念に。初療日初療日初療日初療日のののの半年半年半年半年ほどほどほどほど前前前前まではまではまではまでは、、、、ごごごご家家家家
族族族族とととと買買買買いいいい物物物物やややや旅行旅行旅行旅行におにおにおにお出出出出かけになっかけになっかけになっかけになっ

ていたごていたごていたごていたご利用者利用者利用者利用者。。。。しかししかししかししかし、、、、体調不良体調不良体調不良体調不良
をきっかけにをきっかけにをきっかけにをきっかけに食事食事食事食事やややや水分水分水分水分をををを摂摂摂摂ららららなくなってなくなってなくなってなくなってからからからから腰部腰部腰部腰部をををを病病病病みみみみ、、、、寝寝寝寝たたたたきりとなっきりとなっきりとなっきりとなっていましたていましたていましたていました。。。。

施術を続けております。そして32週目、室内での自立歩行が可能になりました。
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容
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施術は運動法が初期から中心となり
ました。手をいきなり運動させると肩関

節などに損傷・炎症を起こす危険がある
為、肩甲骨とその周囲の筋腱の柔軟性

を十分に出すことに配慮して実施しま
した。運動法の前のリラクゼーションや

マッサージ、運動法とその後のマッサージ
は常に行っています。最終的な目標は自

立を促すことにある為、介助しながら
自動でできる運動をご本人と協力し、

足りない分だけを施術師が補いつつ、
徐々に補う力を減らしていくようにしま

した。食欲の増進については、体内細胞
の活性化が図られ易くなることから経

口イオン水摂取が行われました。
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四肢・体幹部の筋力向上
日常生活動作の自立確保
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